
海外安全対策情報第２四半期 

 

１．社会・治安情勢 

リオデジャネイロ州全域で拳銃，機関銃，手榴弾等を使用した殺人，強盗等 

の凶悪事件が引き続き多発している。特に，近年，リオデジャネイロ市及び郊

外のファベーラ（貧民街）を中心に，麻薬密売組織間の銃器を使用した抗争が

頻発し，治安に重大な影響を与えてきた。これを受け，軍警察は，２００８年

に最初の軍警察治安維持部隊（UPP）を設置し，以降，大規模な制圧作戦を継続

している（２０１４年１０月現在，リオ市内ファベーラ計３８カ所に UPP を設

置）。 

UPP をはじめとした治安当局による麻薬密売組織対策活動において度々銃撃

戦が発生しているほか，治安当局の取締りに反発するファベーラ住民と軍警察

との間の抗争も活発化しており，流れ弾による一般市民への被害も散見される。 

２０１４FIFA ワールドカップ開催に伴い，５月から７月までの間、開催に反

対する抗議デモが散発的に行われ，特に開会式，閉会式当日を中心にけが人及

び逮捕者が出た。ただし，開会期間中，ワールドカップに関連した殺人等の凶

悪事件の発生は皆無であり，当地の治安関係の各当局は，そろって，同大会の

警備について，成功との認識を示している。 

    

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）第２四半期総括 

州政府は凶悪犯罪対策に注力しており，殺人，強盗の発生数は UPP が設置

された２００８年以降２０１２年まで減少傾向にあった。しかしながら，２

０１３年初頭から再び増加に転じ，２０１４年に入ってからはその傾向が特

に顕著になっている。また，窃盗総数及び犯罪総数にいたっては，過去１０

年間軒並み増加傾向にあり，２０１３年にはいずれも過去最多を記録してい

る。   

一般治安悪化の理由については，相次いで新設された UPP に多数の人員を

配置したため，既存の警察署の人員不足が深刻化したことや，リオ２０，コ

ンフェデ杯，ローマ法王来訪，そして今回のワールドカップと大規模行事が

立て続けに開催され，これらに対する警備及び大規模デモ対策に多くの人員

を割かれ，人員不足が一層顕著になったことなどが指摘されている。 

邦人が多数居住する南部地区でも，ほぼ全域にわたって治安が悪化してお

り，特にひったくりや路上強盗等の街頭犯罪の増加が顕著である。街頭犯罪

の増加について，当地治安当局では，UPP の取締りにより麻薬売買に従事でき

なくなった犯罪グループがより安易な犯罪へと流れている旨分析している。 

リオ州公安研究所による，本年上半期の犯罪統計は以下のとおり。(括弧内

は 前年同期比の増減数） 



ア リオ州・市犯罪発生状況（４～６月計・前年比増減数） 

                  リオ州                     リオ市 

 殺人             １２６２（＋５３）       ３０８（－３） 

 強姦              １３２９（－１８１）         ３９８（－１３０） 

 商業施設強盗      ２１２１（＋２９５）         １０１１（＋２６７） 

住居侵入強盗        ３６０（－１２）            １２９（－２４） 

 車両強盗         ８８０３（＋２２３７）     ３４９５（＋６４８） 

 路上強盗         ２０７２２（＋５８７４）      ９９６２（＋２８３５） 

交通機関内強盗    １８０１（＋３４２）        １０１１（＋２４７） 

 携帯電話強盗      １７６６（＋４０２）       １１０９（＋３１５） 

 強盗総数        ４０５２８（＋９６７９）   １９６１８（＋４６９８） 

 窃盗総数        ４３６７４（＋１）       ２４９００（＋６３８） 

  

イ ZONA SUL 犯罪発生状況（４～６月計・前年比増減数） 

フラメンゴ・ボタフォゴ地区 

殺人          ２（－２） 

   商業施設強盗     ７０（＋２６） 

住居侵入強盗      ９（＋３） 

   車両強盗       ４１（－１８） 

  路上強盗      ２７２（－１０３） 

   交通機関内強盗    ２４（－８） 

   携帯電話強盗     ５５（±０） 

   強盗総数      ５６３（－１４３） 

   窃盗総数      １４６１（＋６） 

 コパカバーナ地区 

   殺人          ３（＋２） 

   商業施設強盗     ２９（＋８） 

住居侵入強盗     １０（＋８） 

   車両強盗        ６（＋６） 

  路上強盗      ２２３（＋９１） 

   交通機関内強盗    １７（－８） 

   携帯電話強盗     ２０（－１１） 

   強盗総数      ４２７（＋８１）  

   窃盗総数     ２４１７（＋１１１８） 

 イパネマ・レブロン地区 

殺人          ７（＋５） 

   商業施設強盗     ２０（＋１） 

住居侵入強盗     １３（＋６） 



   車両強盗       ２５（＋１５） 

  路上強盗      ２４０（＋１２０） 

   交通機関内強盗    １６（＋２） 

   携帯電話強盗     ４０（＋２４） 

   強盗総数      ５０１（＋１８４）  

   窃盗総数     １１７８（－５２） 

 

（２） 邦人被害事案（ワールドカップ開催期間中・まとめ） 

ア  ６月１５（日）午後６時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場に

おいて、邦人が、カバンの中に入っていたスマートフォン一台をすり盗ら

れた。 

イ ６月１５日（日）午後６時３０分頃、マラカナンスタジアム入り口付近

において、アルゼンチン・ボスニア戦を訪れた邦人が、何者かにデジタル

カメラ一台をすり盗られた。 

ウ ６月１５日（日）午後７時頃、地下鉄マラカナン駅のスローブにおいて、

邦人が立ち止まってスタジアムの写真を撮っていたところ、背負っていた

カバンを開けられ、中に入っていた財布、クレジットカード等をすり盗ら

れた。 

エ ６月１５日（日）午後１０時頃、マラカナンスタジアム付近において、

アルゼンチン・ボスニア戦を観戦し終えた邦人が、ベルトに繋いであった

スマートフォン一台をすり盗られた。 

オ  ６月１７日（火）午後７時頃、コパカバーナ地区の地下鉄シケイラ・カ

ンポス駅構内において、邦人が、ズボンポケットに入れていたスマートフ

ォン一台をすり盗られた。  

カ  ６月１７日（火）午後７時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場

において、邦人が、ウェストポーチ内に入っていた、スマートフォン、腕

時計をすり盗られた。 

キ ６月１７日（火）午後８時頃、フラメンゴ地区のサッカー練習場におい 

て、邦人２名がサッカーに興じている間に、カメラ、財布、現金、腕時計

などが入ったカバンを盗まれた。 

ク  ６月１８日（水）午後５時頃、マラカナンスタジアム付近において、ス

ペイン・チリ戦を訪れた邦人が、上着のポケットに入れていたスマートフ

ォン一台をすり盗られた。 

ケ ６月２２日（日）午後５時頃、邦人が、コスメ・ベリョ地区から南地区

方面行きのバスに乗車していたところ、気がつかない間にバックのチャッ

クを開けられ、身分証等が入った財布をすり盗られた。 

コ ６月２２日（日）午後８時頃、セントロ地区カリオカ通りにおいて、邦



人が、少年２名にナイフを使って脅され、所持していたカバンの中から、

現金、スマートフォン等を強取された。 

サ ６月２３日（月）、午後７時頃、ラパ地区メンデサ通りのレストランに

おいて、邦人が妻と食事している間に、ノートパソコンとｉＰａｄの入っ

たカバンを盗まれた。 

シ ６月２１日（土）午後１１時分頃、コパカバーナ地区アトランティカ通

りの飲食店で、邦人が、航空券、Ｗ杯観戦チケット、クレジットカード、

サングラス等が入ったカバンを盗まれた。 

ス ６月２３日（月）午前１時頃、コパカバーナ地区のアトランティカ通り

の飲食店で、邦人がトイレで席を立っている間に、座席に置いてあった、

カメラ、レンズ等が在中のカバンを盗まれた。 

セ ６月２７日（金）午後１０時頃、邦人がセントロ地区のホテルに外出先

から戻ったところ、カバンの中にあったはずのカメラと財布がいつの間に

かすり盗られていることに気づいた。 

ソ ６月２８日（土）午後７時３０分頃、マラカナンスタジアムで観戦を終

えた邦人が、セントロ方面に向かう地下鉄の中で、カバンの中に入ってい

たスマートフォン一台をすり盗られた。 

タ ６月２８日（土）、コパカバーナ地区のポンペウ・ロウレイロ通りのホ

テル室内において、邦人が外出中に、ロッカー内に保管してあったタブレ

ット等を盗まれた。 

チ ６月３０日（月）午後９時３０分頃、シウダージ・ノバ地区のアフォン

ソ・カバルカンチ通りを邦人が友人と一緒に歩いていたところ、少年２名

が近づいてきて、いきなりポケットの中に入っていたスマートフォンを引

ったくり、そのまま逃走した。 

ツ ６月３０日（月）から７月３日（木）にかけて、邦人がクレジットカー

ドのスキミング被害に遭い、コパカバーナ地区のＡＴＭから計３回にわた

って現金２，０００ＵＳ＄（計６，０００ＵＳ＄）を引き落とされた。 

テ ７月３日（木）午後０時 30 分頃、セントロ地区・リオ・ブランコ通り

のパセイオ・プブリコ公園において、邦人が少年グループに囲まれ、一人

にシャツの胸ぐらを捕まれている間に、別の少年がポケットからスマート

フォン１台を強奪した。少年らはそのまま逃走した。 

ト ７月４日（金）午前１１時頃、地下鉄の列車内（シウダジ・ノバ駅付近）

において、男２名が警備システムの通報により、窃盗の疑いで逮捕された

ところ、同人らはサンパウロ在住の邦人名義の財布を所持していた。（後日、

財布は邦人に還付された） 



ナ ７月４日（金）午後４時頃、コパカバーバーナ地区のファンフェスタ会

場において、邦人が、ズボンのポケットの中からカメラ等をすり盗られた。 

ニ  ７月６日（日）午前１１時３０分頃、セントロ地区サンセバスティアン・

カテドラル前で邦人が、少年１名にスマートフォン等が入ったカバンをひ

ったくられた。少年はそのまま走って逃走した。 

ヌ ７月１１日（金）午後１０時頃、マラカナンスタジアム内において、邦

人がノートパソコン、カメラ等が入ったカバンを盗まれたが、犯人は現場

から逃走しようとしたところを警備員と軍警察により現行犯逮捕された。 

ネ  ７月１１日（金）午後１１時頃、ラパ地区のメンデサ通りにおいて、邦

人が 20～25 歳位、165 ㎝位、黒髪の男とすれ違った際に、体をぶつけられ、

その後しばらくしてから、所持していたはずのスマートフォンがすり盗ら

れていることに気づいた。 

ノ ７月１２日（土）午前１１時３０分頃、コパカバーナ地区のファンフェ

スタ会場において、邦人がカバンの中から現金、クレジットカード等が入

った財布をすり取られた。 

ハ ７月１２日（土）午後４時から午後７時頃までの間に、コパカバーナ地

区のファンフェスタ会場において、邦人がスマートフォン一台をすり盗ら

れた。 

ヒ  ７月１２日（土）午後５時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場

において、邦人がいつの間にかリュックサックのチャックを開けられ、中

に入っていたスマートフォン２台をすり盗られた。 

フ ７月１３日（日）午後３時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場

において、邦人が服のポケットの中から、スマートフォン一台と財布をす

り取られた。 

へ  ７月１３日（日）午後７時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場

において、邦人が決勝戦（ドイツ・アルゼンチン戦）を観戦していたとこ

ろ、ドイツ代表がゴールを決めた際、アルゼンチン側から飲み物のビンが

多数投てきされ、そのうち一つが邦人の額に当たり、数針を縫う怪我をし

た。またその際、多数の人々が同人の周辺に押し寄せ、その拍子に持って

いたカバン（現金、旅券等在中）を手放してしまい、その後現場に戻った

が、カバンはなくなっていた。 

ホ ７月１３日（日）午後８時頃、コパカバーナ地区のファンフェスタ会場近

くにおいて、邦人がバスに乗車していたところ、ジッパーの付いたカバン

の中から、スマートフォン一台をすり盗られた。 

マ  ７月１４日（月）午後４時頃、空港内において、邦人が女性に話しかけら

れ、相手をしていたところ、スーツケースの上に積み上げていたカバン（カ

メラ、レンズ等在中）が、いつの間にか別のカバン（衣類在中）とすり替



えられていた。 

※ 発生場所別統計（３１件中） 

○ コパカバーナ地区・・・１３件   ○ 地下鉄構内・・・２件 

○ セントロ地区・・・・・６件    ○ 空港内 ・・・・１件 

○ マラカナン競技場・・・６件    ○ その他・・・・・３件 

※ 犯罪手口別統計（３１件中） 

 ○ すり・・・・・・１９件     ○ 侵入窃盗・・・・１件 

 ○ ひったくり・・・２件      ○ スキミング・・・１件 

 ○ 置き引き・・・・５件      ○ 傷害・・・・・・１件 

 ○ 強盗・・・・・・２件 

 

３ 一般事件等 

（１）フラメンゴ地区におけるバス襲撃事件の発生 

８月２７日（水）午後１時３０分頃、セントロ地区からレブロン地区に向

かう市バス（１３２番）が、アテホ・ド・フラメンゴ大通りを走行中、フラ

メンゴ地区のブアルケ・デ・マセド通り（総領事館から数百メートル北方の

地点）にさしかかったところ、バス内で乗車していた３人組の男のうち１名

が銃を取り出し、約３０人の乗客に対して金品を要求した。 

その場に居合わせた元軍警察官が発砲し、銃撃戦に発展した。３人組のうち

２人が死亡，１人は怪我をして逮捕された。一般市民に被害はなかった。 

軍警察によれば，今年に入ってから半年間で，銃器を使用した同様のバスへ

の襲撃事案は約８０件発生している。 

 

（２）海水浴客を狙った集団強盗事件の発生 

９月１４日（日）午後、リオ市内南部地区の海岸各地において、同時多発的 

に強盗事件が発生し、州文民警察では、同日、コパカバーナ、イパネマ・レブ

ロン地区で少なくとも60件の強盗被害を受理した。 

特にイパネマ海岸では、同日午後、複数の被疑者グループが砂浜に現れ、海

水浴客や砂浜を散歩する一般市民を襲撃し、所持品（現金、携帯電話、サング

ラス、ネックレス、時計等貴重品）を片端から盗み、そのまま逃走した。被疑

者の多くは少年で、軍警察は騒ぎを収束させるために催涙弾を使用するなどし

て応戦し、海水浴客がごった返す砂浜は一時騒然となった。 

 軍警察は、コパカバーナ地区において50人、イパネマ・レブロン地区におい

て30人の強盗被疑者の身柄を拘束し、文民警察に引致した。 

 

（３）ワールドカップ開催期間中のデモの発生等（大規模なもののみ抜粋）   



  ア ワールドカップ決勝戦が行われた７月 13 日午後，リオ市チジュカ地区サ

エンズ・ペナ広場において，W 杯反対デモ隊約 300 名が組織され，午後３

時頃からマラカナンスタジアムへの移動を始めたが，厳戒態勢の機動隊が

催涙ガス弾等で応戦し，マラカナンスタジアムへの進行を食い止めた。軍

警察は，抗議参加者の中から計６人を逮捕した。また，衝突により，軍警

察２人，抗議参加者３人がけがをして病院で治療を受けたほか，プレス関

係者 11 人が負傷したことも確認している。 

イ 決勝戦終了後、マラカナンスタジアム内外において、アルゼンチン人サ

ポーターとブラジル人との衝突が発生し、今大会を通じて最大となる 200

人（女性も含む）が病院で治療を受けた。これにより、多数のアルゼンチ

ン人が逮捕され、簡易裁判により、３ヶ月の観戦禁止処分、罰金等の判決

を受けた。 

 

４．テロ・爆弾事件発生状況 

 事件の発生は認知していない。 

 

５．誘拐・脅迫事件発生状況 

 邦人被害は確認されていない。 

 ２０１４年６月～８月中，リオ州内で短時間誘拐２６件（うちリオ市１７件），

脅迫１９，８２７件（うちリオ市７，３７４件）が発生しており，いずれも高

い水準で推移している。 

 

６．日本企業及び在留邦人の安全に関わる諸問題等 

  本年８月，当地の日系団体等が中心となって,フラメンゴ地区において

「日本まつり」が開催された。当館からは,同地区を管轄する第二軍警察本

部を訪問し,開催期間中の警戒強化を申し入れ，会場周辺における警察官の

街頭配置の増加の対応を受けた。 

 

以上 


